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【01】コミュニティ通訳特集
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   ■ 市町村・国際化協会等と連携したコミュニティ通訳・翻訳ボランティア
      育成・活動促進事業 -外国人の暮らしやすいまち大阪を目指して-
 
　 　 平成23年3月に大阪府が大阪の国際競争力を強化するために打ち出した
    「大阪府国際化戦略」に基づき、当財団と大阪府で「大阪府国際化戦略
    アクションプログラム」を同年10月に策定し、「グローバル人材の育成」と
    「外国人の受入環境整備」を大きな二本の柱として掲げ、重点的に取り組み
    を進めています。
      当財団では、特に「外国人の受入環境整備」に重点を置いて取り組むこと
    とし、平成23年度から大阪府域で活動できるコミュニティ通訳・翻訳ボラン
    ティアの育成・活用に努めてまいりました。
      平成24年度においては、府民に身近な市町村・基礎自治体における行政情報
　　の提供や相談対応の強化を目指し、地域で活動できる通訳ボランティアの
　　育成・活動促進を図ることを目的として、市町村・国際化協会等と連携した
　　通訳・翻訳ボランティアの育成・活動促進事業を実施してきました。
      具体的には、当財団が直接実施する以外に、大阪府内の下記6地域の協会や
    市町村の受託あるいは共催などの協力を得て、コミュニティ通訳・翻訳などの
    研修を実施しました。
      各地域のニーズをより組み込んだ研修内容にするため、話し合いを重ね、
    お互いに協力しあいながら、コミュニティ通訳・翻訳ボランティアの活動内容、
    地域の外国人住民の現状・ニーズを踏まえた、通訳ロールプレイ/翻訳の実践
    ワークなど、今後、コミュニティ通訳・翻訳ボランティアとして活動していく
    上で、必要な心構えや知識などを学んでもらえる場を提供してきました。
      その結果、当財団でも各地域の多言語支援のニーズを共有することができた
    だけではなく、受講ボランティアからはどこの研修でも「有意義であった」
   「今後も継続してコミュニティ通訳・翻訳ボランティア活動に参加したい」
   との声があがり、それを担う新しい人材の発掘や育成に繋げることができました。
     また当財団では、関連する取り組みとして、研修修了者向けプログラムとして、
   ボランティア同士のネットワークを構築するためのコミュニティ通訳・翻訳
   サポーター会議や特定の分野について深く学ぶ専門勉強会の開催、通訳・翻訳
   レベルチェック（詳細は３頁参照）の開催、コミュニティ通訳ボランティア
   -資質に関する面接ガイド-の作成も行い、地域での研修のみならず、
　 複合的にコミュニティ通訳・翻訳ボランティアの育成を推進しています。
     平成25年度も引き続き、大阪府域全体での多言語支援の促進を目指した
　 事業を推進していく所存ですので、積極的にご参加ください。

  【コミュニティ通訳・翻訳研修実施一覧】
     （OFIX直接実施研修）
    ・コミュニティ通訳研修　　　　　　      全3日×2コース　　　

     （研修委託先市町村協会名）
　  ・NPO寝屋川市国際交流協会　  　   全8日
　  ・NPOとんだばやし国際交流協会　   全3日×2コース
    ・（財）箕面市国際交流協会　　　　     全 ２日
   
     （研修共催市町村名）
    ・河南町教育委員会　　　　　　　　     全２日　
    ・堺市          　　　　　　　　　            全１日
    ・池田市                                      全２日

   【有識者からの寄稿】

   ■ コミュニティ通訳について
              多言語コミュニティ通訳ネットワーク共同代表　　飯田　奈美子



      コミュニティ通訳という言葉をご存じでしょうか？
      在住外国人が日常生活で言葉が通じない時に行われる通訳を総称して
    コミュニティ通訳と呼ばれています。一般的に司法や医療、教育、福祉、
    入国管理など幅広い場面の通訳として一つにくくられています。しかし
    その定義は国や地域によって異なり、コミュニティ通訳がどのような
    役割を担うべきかという議論もまだ継続中です。
 
  　  コミュニティ通訳は様々な場面の通訳を行います。例えば病院での診察や
    学校の保護者との三者面談、保健所での乳幼児健診などの場面、さらに警察や
    検察で容疑者を取り締まる場面での通訳などもあります。コミュニティ
    通訳者はこのような多様な場面の通訳を行うために通訳対象言語の取得や
    通訳技術だけでなく、通訳場面で必要とされる専門知識や専門用語なども
    知っておく必要があります。また、通訳内容は外国人クライエントの人生や
    生命にかかわる内容でもあり、病気の告知やＤＶ、虐待相談など聞くだけで
    辛い内容もあります。このような内容の通訳をすると通訳者が二次受傷する
    場合もあり、通訳者のセルフケアや通訳コーディネーターとの相談連携が
    とれることも重要になってきます。
　
      また、コミュニティ通訳の対象者は何らかの問題や課題を抱えており、
    その解決のために専門家とコミュニケーションをとる必要がある人たちです。
    異国の地で生活をするだけでも不安を抱えやすいのに、さらに生活上の問題が
    あるとその不安も大きくなってしまいます。専門家たちは外国人の抱える
    特有の不安や今まで生きてきた背景、大切にしている事柄（宗教や価値観等）
    について気付かないことも多く、外国人の要望や思いがクレームやわがままと
    捉えられてしまうこともあります。そのような場面では通訳者はお互いの理解の
    促進のために背景事情を説明することもあります。しかしこのような行為は
    やりすぎてしまうと通訳者が専門家とクライエントのコミュニケーションを
    支配してしまい、通訳者が知らず知らずにコミュニケーションを操ってしまう
    危険性がでてきます。

  　  通訳は話された内容を正確に通訳していくことが求められるものですが、
    さらに両者の橋渡しの役割も担わざるを得ないのです。これは全ての
    コミュニティ通訳場面で行われるのではなく、医療や福祉、教育などの
    対人援助場面特有の通訳技法といえます。対人援助場面では援助の専門家と
    クライエントが同じ方向を向き信頼関係を築きながら問題解決に向かって
    コミュニケーションをとっていきます。コミュニティ通訳者は正確に通訳を
    してコミュニケーションを繋げるだけでなく、この信頼関係の構築に対しても
    支援していくことが求められるのです。なぜならば信頼関係が構築される
    ことによって専門家とライエントがともに問題解決を行える主体性が形成され、
    よりよい問題解決に向かうことができるからなのです。
　
      それとは反対の場面として司法通訳などの対立した場面の通訳があります。
    この場面では両者の意見が対立しており、第三者が判断したり調停したり
    します。このような場面の通訳は両者の意見を正確に伝えることが最大の
    目的となるので、厳格な正確性が求められます。また両者の意見が対立して
    いることからどちらにも加担しない中立性が求められるため、その場を取り
    仕切る司会進行役割の人を配置してもらい通訳者は通訳に専念できるように
    することも必要になります。このようにコミュニティ通訳は様々な場面の
    通訳を行いますが、それぞれ求められる役割やそれに必要な通訳技術が
    異なっており、それらに適した知識や技術を身につけて行っていかなければ
    ならないのです。

 ■ コミュニティ通訳・翻訳ボランティア　レベルチェックについて

　　  当財団のボランティア制度は、その活動内容によって、いくつかの種別に
    わかれていますが、その中の一つに語学ボランティアがあり、年間を通して
    多くの依頼が寄せられています。
      イベント・観光から行政通訳に至るまで幅広い依頼が寄せられていますが、
    特に、行政通訳等を含むいわゆる『コミュニティ通訳・翻訳』のニーズは
    年々増加しており、語学ボランティアの方々の活動範囲も、国際交流の場
    だけではなく、女性や子どもに関する相談機関や、学校、市町村の窓口など、
    多岐に渡ってきています。
      その現状を踏まえ、当財団ではＨ23年度より、コミュニティ通訳・翻訳
    ボランティアの養成を目指し、コミュニティ通訳・翻訳に関する研修を、
    市町村・地域の国際交流協会等と共に、実施をしてきました。
      研修の成果もあり、外国人府民の状況や、コミュニティ通訳・翻訳
    ボランティアとしての心構えや役割を認識した多くの語学ボランティアが、
    コミュニティ通訳・翻訳活動への従事を希望されるようになってきました。
      しかし同時に、自分の現在の語学能力や知識で、本当に活動が出来るのか、
    不安に思うボランティアの声も聞こえるようになりました。
      そのような背景の中、ご自身の語学能力や活動に関する希望を踏まえ、
    個々の語学ボランティアがどの様な活動に適しているのかを知ってもらう
    機会として、『コミュニティ通訳・翻訳ボランティア　レベルチェック』を
    実施することになりました。
      チェックには通訳・翻訳・知識問題・面談の4項目が含まれています。
    これは、語学能力だけではなく、コミュニティ通訳・翻訳に関する知識や
    経験、活動希望などを踏まえて、最終的には、どのような活動に向いて
    いるのかを案内するためです。
      チェックの当日に普段の実力を出し切れなかったり、得意でない分野から
    問題がでたりしたボランティアの方もいるかと思いますが、レベルチェックは
    あくまでご自身が活動をする上での参考にしていただき、今後もコミュニティ
    通訳・翻訳活動に関する学びや理解を深め、当財団と共に歩んでいただけたら
    幸いです。

    【Ｈ24年度　コミュニティ通訳・翻訳レベルチェック】
        実施日：　Ｈ25年3月1日（金）
                         午前の部　10時から12時



　　 　　　　　     　  午後の部　14時から16時
        場　所：　マイドームおおさか　第3から6会議室
        参加者：　42名
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【02】事業報告
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　 ■ フィリピン総領事館主催フィリピン国籍の方向けの日本の民法についての
      セミナー開催

      フィリピン総領事館主催・OFIX共催による関西在住フィリピン人向けの
    セミナー、及び相談会をカトリック大阪梅田教会で開催しました。
      第１回セミナーは２月１７日(日)、テーマとして婚姻・離婚・財産相続・
    帰化・養子縁組等を在留資格の観点を交え大阪府行政書士会の真部先生に
    講演頂き質疑応答を行いました。
      第２回目のセミナーは３月１０日(日)、第１部は福祉をテーマとして
    森ノ宮医療大学の酒井教授に講演頂き、第２部は労働問題をテーマとして
    連合大阪ハートフルユニオンの酒井書記長に講演頂き、１部、２部とも
    活発な質疑応答の中終了いたしました。
      第３回目は相談会ということで、OFIXの北田主任相談員が生活相談、
    連合大阪ハートフルユニオンの酒井書記長が労働問題、大阪弁護士会の
    越尾弁護士、弘川弁護士が民法全般、大阪行政書士会の真部先生、
    菅野先生、岡田先生には在留資格関係のブースを担当頂き数多くの
    フィリピン人が相談に訪れ盛況のうちに終了しました。
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【03】外国人情報コーナー
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 　■ 通訳について

　　　日本語で十分意思疎通ができない外国人の方が、市役所などでどうしても
    意思疎通しなければならない状況もあると思います。いつも日本語のできる
    知り合いや家族が一緒にいてくれるわけではありません。そんな時に、
    大阪府外国人情報コーナー（ＯＩＳ）の電話で通訳サービスを利用することが
    出来ます。サービスは無料です。トリオフォンを用いた3者通訳になり、
    外国人の方とＯＩＳそして通訳者を電話で繋ぎます。電話での対応ですので、
    あまりに高度で専門的な事柄には対応できかねますが、日常的な手続きや
    やり取りにはお手伝いができます。対応できる言語は英語、韓国・朝鮮語、
    中国語、ポルトガル語、スペイン語、タイ語、ベトナム語、フィリピン語、
　　日本語です。時間は月曜日から金曜日の9時から5時30分までになります。
　　ＯＩＳでは、情報の提供や相談事業とともに、通訳業務も行い、外国人の
　　方が安心して大阪で暮らすことができるようお手伝いしています。

    【大阪府外国人情報コーナー】
　　　　対 応 時 間 ：9時から5時30分（月から金）
　　　　相談直通電話：06-6941-2297
　　　　対 応 言 語 ：英語、韓国・朝鮮語、中国語、ポルトガル語、
                          スペイン語、タイ語、フィリピン語、
                          ベトナム語、日本語
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【04】ＯＦＩＸ国際交流員のレポート
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　 ■ 「フィリピン・イングリッシュ」

　　　皆さん、こんにちは。OFIX国際交流員のアルビンです。
　　　皆さんはお元気ですか。
      あともう少しで春ですね。早く暖かくなってほしいです。今回は興味深い
    話として、「フィリピン・イングリッシュ」についてお話します。
　　　フィリピンでは英語が第2公用語とされていて、多くのアジアの人が英語を
　　学ぶ為にフィリピンを訪れています。しかし、フィリピンでは「フィリピン・
　　イングリッシュ」というものがあります。それってどんな英語なのと皆は
　　聞くと思いますが、イギリスやアメリカの英語がよくわからないと区別する
　　ことは難しいでしょう。では、どんなものがあるか、いくつの例をあげましょう。
　　　まず、単語レベルでは、フィリピン独特の単語があります。例えば、
　　Comfort Room、略してCRです。これはトイレのことです。フィリピンで
　　トイレはどこかを聞くなら「Where is theCR?」と普通に聞きます。こういう
　　フィリピン独特の言葉はたくさんあります。例えば、carnapper (car thief)
　　（車泥棒）、calling card (business card)（名刺）などがあります。
　　意味が変わった単語もあります。「salvage」はその一つです。この単語の
　　本当の意味は「救出する」ですが、フィリピンでは「（拉致して）殺害する」
　　という反対の意味になりました。
　　　単語だけではありません。フィリピンの独特な熟語もあります。例えば、
　　「Please open/close the light」（電気をつけて・消してください）は
　　イギリスやアメリカの英語なら、Please turn on/off the light」です。
　　こういうものはフィリピン語の言い方を英語で直訳しているものです。
　　　フィリピン人の英語をよく分析したら、イギリスやアメリカの英語との
　　アクセントの違いや文法的な違いなどもあります。今回フィリピンの英語に
　　ついて書いたのは、フィリピンの英語をバカにしたり、悪口を言うつもり
　　ではありません。言葉は生きていて、その言葉を使う人々が変われば言葉も
　　変わるということを分かっていただきたいからです。日本語でさえ変わって
　　きています。例えば、「ら」抜き言葉、文法的に間違っていますが、今は
　　日常的に使われています。



　　　「ジャパニーズ・イングリッシュ」と言うものもあります。それは
　　「発音がよくない片言の英語」のことです。日本人の英語能力はアジアの
　　中でよくないので、現在それを変えようとして英語教育に力を入れています。
　　そして、誰が何と言おうと言葉は変わります。すぐではないが、いつか
　　「新ジャパニーズ・イングリッシュ」が生まれるでしょう。

====================================================================　
 ★大阪府メ-ルマガジン情報★　　『ＧＥＯ（Global E-net Osaka）』
   大阪で開催されるイベント・大阪の名所・大阪に関する豆知識等を紹介する
   メ-ルマガジンです！
 ⇒ http://www.pref.osaka.jp/kokusai/geo/index.html　　　　　
　
 ★その他の募集・お知らせ★

  ※イベントカレンダ-：国際交流に関するイベント情報を紹介しています。
　　　⇒ 　http://www.ofix.or.jp/cgi/calender.cgi
　※イベントカレンダ-への情報提供をお待ちしています。
　　　⇒ 　http://www.ofix.or.jp/cgi/event.cgi
  ※国際理解学習の授業（小中高）に国際交流員や留学生等を派遣します。
      ⇒ 　http://www.ofix.or.jp/jigyou/index2.html
　※OFIXボランティアの登録制度のご紹介
　　　⇒　 http://www.ofix.or.jp/boran/index3_1.html
　※OFIX賛助会員の募集及びご寄付のお願い。
　　　⇒ 　http://www.ofix.or.jp/ofix/index4_1.html
 ====================================================================
≫≫ OFIXニュ-スについてのご意見、ご感想はこちら　
     ⇒ info@ofix.or.jp

≫≫ 大阪国際クラブの会員の皆様からの海外情報（レポ-ト）はこちら 
　　 ⇒　clubnews@ofix.or.jp

≫≫ 配信中止、配信先変更はこちら
　　　⇒　http://www.ofix.or.jp/mail/index.html#japanese　

≫≫「OFIXニュ-ス」印刷版はこちら　※写真入りで内容も詳細に。
　　　⇒　http://www.ofix.or.jp/mail/backnumber/mail_japanese_no56.pdf

≫≫ バックナンバ-
　　　⇒　http://www.ofix.or.jp/mail/backnumber.html#japanese
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